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オマーン，ワジタイン地域のメタチャートの構造解析 

Microstructural analysis of metacherts in the Wadi Tayin area, Sultanete of Oman. 
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ワジタイン地域のメタモルフィックソールは主としてメタチャートと角閃岩から構成されており，それ以外に
少量の大理石とパイロキシナイトを含んでいる． 

 
 
ワジタイン地域のメタモルフィックソールは主としてメタチャートと角閃岩から構成されており，それ以外に

少量の大理石とパイロキシナイトを含んでいる．本講演ではメタチャートを詳細に調べた結果を報告する． 
（1）メタチャートには面構造の発達が顕著である．一方，線構造は露頭・サンプルの観察だけでは判断できな

かった．そこでフォンミーゼス分布を利用した統計的方法を用いて鉱物線構造の向きと強さ（集中度）を求めた． 
（2）面構造に垂直・線構造に平行な面で薄片観察を行い，マイカフィッシュを多数発見した．マイカフィッシュ

の非対称性から剪断センスを判断し，オフィオライトが南西方向に移動したことがわかった． 
（3）10 サンプルで C 軸ファブリックを測定した．剪断方向が判断できないもの（3 サンプル），南西方向への

オフィオライトの移動を示唆するもの（5 サンプル），その逆を示唆するもの（1 サンプル）があった． 
（4）鉱物線構造の強さはメタモルフィックソールの中程のメタチャートユニットで高く，その上方と下方の角

閃岩層中のメタチャートでは低い示した． 


